
新規需要米の低コスト栽培技術と経営評価

［要約］

飼料米／米粉専用品種「ミズホチカラJは、鉄コーティング湛水直播及び立毛乾燥技術を取り

入れることで、栽培コストの低減が図れる。新規需要米を経営に取り入れることで、食用水稲品

種のみの経営より収益が向上する。
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1. 背景・ねらい

水田農業の施策の変化により、 現場では新たな転作作物の導入 が始まっており、

特に既存の装備で栽培可能な新規需要米の期待が高まっている。 そこ で、 新規需要米と

して有望な飼料米／米粉用品種「ミズホチカラ」 の鉄コーティング湛水直播（以下鉄湛

直）等の低コスト栽培を実証し、 経営的評価を行う。

2. 成果の内容・特徴
1） 新規需要米として有望な飼料米／米粉用品種「ミズホチカラJは、 穂数が少ないが、

一穂籾数が非常に多く 多収である。 鉄湛直に供した場合、 一穂籾数、 登熟歩合及び千
粒重が低下するが、穂数が増加するため、 収量は749kg/10a （慣行比113%） と 多収に

なる（表1）。

2） 立毛乾燥により、 乾燥後籾重ltあたり193円の灯油消費が削減できる。しかし、移

植と比較すると 、 増収して張込み量が増加するため、 lOaの乾燥に要する灯油代の削

減は39円である（表2）。

3） 省力技術を組み合わせた栽培の資材費は、 移植栽培とほぼ同等で、ある。 しかし、 食
用品種の移植栽培と比較すると 、 播種同時散布の除草剤や多肥栽培による肥料 コスト

の増加により、 4,514円高くなる。 減価償却費は、 汎用移植機の導入 によりし020円

高くなる。 また、 労働時間は、 育苗の省略により3h/10a程度の労働時間の短縮ができ

るため、 労賃が4,350円削減可能 である（表3）。

10 aあたりの生産費 コストは、 食用品種の移植栽培に比べると し184円高くなる。

4）「ミズホチカラ」を米粉用品種として、lOha規模の経営に34. 2%程度導入した場合、

経営所得安定対策及び水田活用の直接支払い交付金を受けられ るため、 移植栽培で

368 千円、 省力栽培では549千円所得が向上する（表4）。 なお、 食用水稲栽培の経営
と 同等の 収益が得られ る玄米販売価格は13.8円／kgである。

3. 成果の活用面・留意点

1 ）本成果は、 農業研究所（水戸市、 表層腐植質多湿黒ボク土）での結果である。

2）水稲の栽培経費は、 茨城県主要作物・作型別経営指標（H25版）の水稲lOhaを使用
した。

3）平成26年度の経営所得安定対策及び水田活用の直接支払交付金の案を用いて試算
した。

4）水田フル活用ビジョンの作成による産地交付金を受けることができれば、 直接支払
交付金に加えて、 12,000円／lOaの追加配分が得られる。



4. 具体的データ

25 
穂高穂数 嘉蔵

(cm) (cm) （本／rrf) (ki?/10a) 
86.8 21.2 408 749 
70.8 22.4 246 665 

一穂籾数量嘉手音三千粒重
t粒） (%) (g) 
130 68 .1 23.7 
175 74.7 24.4 

1.5Nkg/1 Oa 2回

表2車主燥法の主主いによる盤慢偉業の比鮫
栽培締式収穫時期 収穫回 収穫時飯盛草壁

水分 議込i 乾燥後初亙！乾級時間7均費灯油
（月／自） (%) (kR) （陥） (h) (L) 

立毛乾燥鉄J道直 立毛乾燥後収穫 11/11 17.8 1064 1000 4.8 9 .7  
鉄港直 鉄湛直 適期収種 10/15 20.8 1050 955  7'3 11.2 
移植 移植 適期収穫 10/15 22.5 975 866 \ 8. 6 10.1 
注遠赤外線乾燥機（11石、Y社NCD-11UFS3幻使周

灯油：95 .6円IL
鉄湛直：9晶、立毛乾燥・移植：9.7a

灯頑扇霧罷平均樹雌
｛円） ｛℃） (%) 
92 7 7.4 66.6 
1070 18.5 86.2 
965 18.8 83.7 
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記坦呈
コーティング
育苗 I 186.o I 186.o 
湛水直播 I I I 19.8 
移植 I 23.o I 23.o 
追肥 I 8.o I 8.o I a.1”｜め
小計 I 2171 2171 43.0 
慣行差 ｜ ｜ ｜企174
労賃（円｝ I I .A.4.35011500円／h、包
注1）播種量 ： 省力 ； 5kg/10a 移植；160g/箱、16枚／10a

2）表2の灯油費用を反収換算した
3）播種機はY社RG6を使用
4）コーティング、移動、の時問、但し乾燥は含まない
の茨城県普通作物栽培基準より
6）省力は原素流し込みによる

8,366 
493 
922 

� 
13.ill_ 

5,210 
」』Z
7,927 
5.447 難問融面］J<稿栽輔副本

水稲の販売代金は農林水産省米の相対取引価格（12月、茨城米：14,080円／60kg）及び
H25農林水産統計（茨城：542kg/10a）から算出
米粉品種の栽培面積は、H26産米生産数量目標と水田面積（H25農林水産統計）から
配分率を算出し、34.2%とした
米粉用玄米販売価格の34円／kgはT農協におけるH25買取価格
栽培経費は、茨城県主要作物・作型別経営指標（水稲、10ha）に表3の差額を加えて算出

5. 試験課題名 ・試験期間 ・担当研究室

新規需要米専用品種における超多収 ・低コスト生産技術の確立・平成23～平成25年

度・経営技術研究室


